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独法化はどちらが良いか

学
習
会
に
は
、
神
奈
川

県
医
労
連
副
執
行
委
員
長

の
岡
部
真
聖
子
氏
を
講
師

に
招
き
、
既
に
独
法
化
と

な
っ
て
い
る
県
立
病
院
の

実
態
に
つ
い
て
、
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

（
以
下
は
要
約
）

何
が
一
番
変
わ
っ
た
か

と
い
う
と
、
働
い
て
い
る

職
員
が
公
務
員
か
ら
非
公

務
員
と
な
っ
た
こ
と
。

病
院
以
外
へ
人
事
異
動

す
る
職
員
は
、
非
継
承

（
事
務
・
福
祉
・
心
理
判

定
員
・
栄
養
士
・
保
育
士
・

保
健
師
）
と
し
て
、
県
か

ら
の
派
遣
職
員
と
し
た
。

派
遣
期
間
は
事
務
職
10

年
以
内
、
他
の
職
種
は
そ

●
独
法
に
な
っ
た
時
、
異

動
か
現
状
職
場
か
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。
異
動
で
き
る
職
場
を

れ
よ
り
も
短
い
期
間
（
3

年
）
と
し
て
、
県
に
戻
る

こ
と
を
嫌
が
っ
た
職
員

（
数
名
）
は
本
人
希
望
で

法
人
職
員
と
な
っ
た
。

薬
剤
師
は
声
を
出
さ
な

か
っ
た
た
め
に
非
継
承
職

員
と
な
っ
た
。
声
を
出
せ

ば
変
わ
っ
た
結
果
と
な
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

管
理
職
の
派
遣
職
員
は
、

法
人
職
員
と
比
べ
る
と

「
や
る
気
が
無
い
」
と
批

判
さ
れ
る
。

看
護
師
の
格
付
け
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
誰
で
も
看

示
し
て
ほ
し
い
。

●
県
か
ら
の
補
助
金
を
受

け
て
い
る
間
は
県
に
従
う

べ
き
と
い
う
な
ら
、
独
法

化
な
ん
て
す
る
意
味
が
な

い
と
強
く
感
じ
た
。

●
組
合
と
し
て
、
独
法
化

に
な
っ
た
後
の
活
動
で

「
何
を
す
べ
き
か
」
「
ど

う
し
た
ら
魅
力
あ
る
病
院

を
作
れ
る
の
か
」
を
考
え

る
機
会
を
も
っ
と
設
け
て

ほ
し
い
。

護
科
長
の
5
級
（
40
万
８

千
円
）
ま
で
昇
格
で
き
た

が
、
国
立
機
構
と
合
わ
せ

3
級
（
高
度
看
護
師
、
37

万
５
百
円
）
ま
で
と
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
り
退
職
手

当
、
一
時
金
な
ど
生
涯
賃

金
は
下
が
っ
た
。

特
殊
勤
務
手
当
等
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
県
に
準
ず

る
」
か
ら
「
国
立
病
院
機

構
に
準
ず
る
」
と
な
り
国

に
な
い
手
当
は
廃
止
さ
れ

た
。年

休
の
消
化
日
数
は
10

年
度
、
７
・
３
日
、
13
年

度
、
８
・
９
日
。

(1) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №83

県立病院ではたらく仲間をつなぐ
1４．11．21

№83
愛知県病院事業庁職員組合
〒460-0001 名古屋市中区三の丸３－２－１

愛知県東大手庁舎内
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10月24日、アイリス愛知において、
独法化についての学習会を開催し、72
名の参加がありました。



要 求 内 容 回     答 

Ⅰ 統一要求 

１ 人員・組織・機構に関する要求 

(1)  看護師の１人月８日以下（３交替制勤務）の

夜勤回数を遵守するため、年度途中でも速やかに

正規職員で補充するとともに、産休・育休者の代

替職員を確保すること。 

 

 

職員採用試験の合格者のうち免許取得者につい

ては、年度途中の採用を積極的に勧めている。 

今後も、欠員補充及び産休・育休代替職員の確

保に努めていく。 

(2)  認定・専門看護師が専従として活動するため、

定数として増員すること。 

専門看護師・認定看護師が専門性を発揮できる

環境整備に努めていきたい。 

(4)  正規職員、常勤再任用職員から嘱託、短時間

再任用職員へ見直す場合は職員へ負担とならな

いようにすること。 

再任用職員及び嘱託職員の配置については、業

務量を勘案し適切に対処したい。 

２ 賃金・手当に関する要求 

(1)  専門・認定資格ある職員については、手当を

新設すること。 

 

専門・認定看護師の処遇については、職員に対し

てインセンティブが与えられるよう検討していきた

い。 

(4)  緊急呼び出しに対する手当てを新設すること。 現状どおりとしたい。 

(5)  城山病院の薬剤師に調整額2500円を支給する

こと。 

現状どおりとしたい。 

３ 昇任・人事評価制度に関する要求 

(1)  評価結果のフィードバックについては、必ず

管理職が面談を行い、評価者の一方的な伝達と

せず、十分な説明を行うとともに、被評価者の

意見も聞くなど納得が得られるものとし、職員

の確実な人材育成につながるものとなるように

すること。 

 

職員の人材育成につながるよう適切に対応

していきたい。 

(2)  人事評価制度の導入に伴い、職種間の昇任に

ついて差が生じないようにすること。 

昇任については、勤務成績が優秀で管理・

監督能力に優れた意欲と行動力のある職員を

男女を問わず人選しているところである。 

４ 時間外勤務、休暇の取得に関する要求 

(1)  職場の時間外勤務の実態および手当の支給状

況を把握し、完全支給が基本であり予算の補正

を行い、時間外勤務手当の完全支給を行うこと。 

 

時間外勤務については、事前命令・事後確認に

基づき適正に管理することが重要であり、時間外

勤務の縮減にも取り組みながら、適切に対応して

いきたい。 

５ その他の要求 

 (3)  病院で働く職員が働き続けていくために、院

内保育所（２４時間・病児保育）の整備を全病

院に早急に行うこと。 

院内保育所の整備については、今年度から、が

んセンター中央病院で運用を開始したところであ

る。 

その他の病院についても、がんセンター中央病

院の状況を見ながら検討していく。 

(4)  がんセンター中央病院で実施されている民間

マンション等の借り上げを他の病院でも行うこ

と。 

看護師確保のため、他病院でも運用できるよう

検討していく。 

 

 

11
月
12
日
、
平
成
27
年

度
当
初
予
算
要
求
・
統
一

要
求
に
つ
い
て
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

回
答
は
病
院
組
合
の
要

求
に
一
定
理
解
を
示
し
て

い
ま
す
が
、

①
組
合
の
求
め
る
同
じ
条

件
下
で
呼
び
出
さ
れ
た
場

合
で
も
「
救
急
」
と
「
緊

急
」
の
違
い
に
よ
り
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
。

②
城
山
病
院
の
薬
剤
師
に

調
整
額
の
理
解
が
さ
れ
て
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い
な
い
。

③
「
保
育
所
」
「
民
間

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
借
り

上
げ
」
に
つ
い
て
も
満

足
す
る
回
答
で
は
な
い

た
め
、
12
月
の
交
渉
で

病
院
事
業
庁
に
再
考
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

病
院
事
業
庁
か
ら
、

今
年
度
は
入
院
患
者
数

の
減
少
に
よ
り
、
こ
の

ま
ま
の
状
況
で
は
今
年

度
末
で
12
億
円
近
い
留

保
資
金
が
減
る
。
そ
の

た
め
、
収
益
を
確
保
す

る
の
と
同
時
に
、
支
出

の
節
減
を
職
員
個
々
が

方
策
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
の
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

経
営
改
善
を
図
る
た

め
に
は
、
職
員
も
経
費

節
減
な
ど
へ
の
意
識
を

持
っ
て
、
仕
事
を
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

○
青
木
由
香
里

（
が
ん
中
央
病
院
）

長
女

梨
里
子
ち
ゃ
ん

り

り

こ

待
望
の
女
の
子
の
誕

生
で
す
ね
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

病
院
事
業
庁
経
営

危
機
的
状
況
！


